[bookmark: 0032a05]坐禅偈：真の「坐禅」とは？（宴坐＝坐禅）聖徳太子著『維摩経義疏』に基づき佐々木奘堂編

１．「万 (ばん)境 (きょう)即 (そく)空 (くう)にして、彼 (あれ)此 (これ)存 (そん)せず」、
何 (なん)ぞ乱 (らん)を生 (しょう)ずる身 (しん)心 (しん)有 (あ)らん。
「世 (よ)の散 (さん)乱 (らん)を患 (うれ)えて、山 (さん)林 (りん)に隠 (かく)れ、以 (もっ)て身 (しん)心 (しん)を摂 (おさ)めんとす」、
散 (さん)乱 (らん)何 (なん)ぞれん。
２．「彼 (あれ)此 (これ)倶 (とも)にし、入 (はい)るべき山 (やま)無 (な)く、避 (さ)けるべき世 (よ)無 (な)し」、
是 (これ)を名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)す。
「汝 (なんじ)、彼 (あれ)此 (これ)存 (そん)して、俗 (ぞく)を棄 (す)て山 (やま)に入 (はい)る」、
あに好 (よ)く宴 (えん)と名 (な)づけん。
３．「有 (う)中 (ちゅう)に種 (しゅ)種 (しゅ)の威 (い)儀 (ぎ)を現 (げん)じて無 (む)方 (ほう)に物 (もの)を化 (け)す」、
乃 (すなわ)ち名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)す。
「唯 (ただ)自 (みずか)らをす心 (しん)のみ、物 (もの)を益 (やく)するをわしと為 (な)す」、
那 (なん)ぞく宴 (えん)なることを得 (え)ん。
４．「俗 (ぞく)法 (ほう)中 (ちゅう)、凡 (ぼん)夫 (ぷ)事 (じ)を現 (げん)じ、機 (き)に随 (したが)い物 (もの)を化 (け)す」、
乃 (すなわ)ち真 (しん)の宴 (えん)と名 (な)づく。
「凡 (ぼん)夫 (ぷ)は捨 (す)てるべし、聖 (しょう)道 (どう)は取 (と)るべし」、
ぞと為 (な)すことを得 (え)ん。
５．「二 (に)諦 (たい)に著 (じゃく)せず、六 (ろく)塵 (じん)に著 (じゃく)せず、内 (ない)外 (げ)双 (そう)す」、
乃 (すなわ)ち好 (よ)く宴 (えん)と名 (な)づく。
「六 (ろく)塵 (じん)は棄 (す)てるべし、二 (に)諦 (たい)は修 (しゅう)すべし」、
ぞく宴 (えん)なることを得 (え)ん。
６．「諸 (しょ)見 (けん)即 (そく)空 (くう)にして、捨 (す)てるべきし」、
乃 (すなわ)ち真 (しん)の宴 (えん)と名 (な)づく。
「諸 (しょ)見 (けん)は遣 (や)るべし、道 (どう)品 (ほん)は修 (しゅう)すべし」、
何 (なん)ぞく宴 (えん)と名 (な)づけん。
７．「煩 (ぼん)悩 (のう)即 (そく)空 (くう)にして、断 (だん)ずべきし」、則 (すなわ)ち自 (みずか)ら涅 (ね)槃 (はん)を証 (しょう)す。
「煩 (ぼん)悩 (のう)已 (すで)に断 (だん)じてのち、方 (まさ)に涅 (ね)槃 (はん)に入 (はい)る」、何 (なん)ぞ名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)さん。
